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福　島　孝　雄

(1)

①

②

ア

イ

ウ

エ

③

(2)

①

②

③

ア

イ

ウ

エ

④

⑤

ア

イ

⑥

ア

イ

コラボイベントへの参加者数。

スタンプラリー参加者数。

過去の「全国そば祭り」から現在の「出雲そば旅」への変
更理由を伺う。

交流人口拡大に向けての策。

観光・産業振興拡充に向けての策。

予算及び、事業費の動向を伺う。

「出雲そば旅」の将来展望を伺う。

昨年度の「出雲そば旅」による成果を伺う。

交流人口の動向。

今年度の目標を伺う。

地域振興・産業振興の動向。

ひきこもりサポート事業の現状と課題。

平成３０年度からの拡充内容。

「出雲そば旅」の取り組みについて

市長

健康福祉
部長

「出雲そば旅」の周知について伺う。

市民への周知方法。

市のホームページでの周知。

「ひきこもり対策推進事業」について伺う。

「８０５０問題」「親亡き後の生活」についての市の認識
を伺う。

質問者 １５

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容

出雲市における「ひきこもり対策推進事業」について

出雲市における「ひきこもり」の現状を伺う。

答 弁 を
求める者

記  事

ひきこもり地域支援センターと市との関わり。

ひきこもり支援に携わる人材の養成研修の取り組み状
況。
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保　科　孝　充

(1)

①

ア

ａ 児童数推移について

ｂ 学級数の推移について

ｃ 同規模校と比較しての特別教室の実態と対策

イ

ａ 児童数推移について

ｂ 学級数の推移について

ｃ 外国籍児童の教育方針と他校との共有

②

ア

イ

(2)

ア

ａ 企業の順調な発展に伴う、法人市民税・個人市民
税・固定資産税等の伸び率の推移（過去３年程
度）と予測

イ

ａ 道路整備関係についての取り組み

ｂ 商店街の空き店舗増加に伴う支援策

ｃ 子育て支援・人材育成の具体策

歳入について

歳出の予算の重点化の中で、次の点を伺う。

教育委員会資料の「平成３０～４０年度児童数及び標準学
級数調べ」について伺います。

どんな調査資料を基に作成されているのか

今後の推計はどのようにとらえているのか

質問者 ２０

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容

斐川西部地域では、急激な民間開発により、住宅・アパー
トの建設が多くみられ、人口の増加とともに西野小・中部
小児童数も年々増加しています。今後、教室も不足すると
危惧されます。現状と、今後の推移について伺います。

西野小について

答 弁 を
求める者

西野小・中部小の児童数増加に伴う課題について

① １１月６日、財政部長名で平成３１年度の出雲市予算編成
方針が示されました。日頃から感じている数点について伺
います。

市長

記  事

市長

平成３１年度予算編成方針について

中部小について
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寺　本　淳　一

(1)

①

ア

イ

ウ

エ

オ

本年作成されました「出雲市中小企業・小規模企業振興計
画」の中でも、学生の市外流出や大手企業への就職により
中小・小規模企業の人材不足は喫緊の課題となっていま
す。特にライフラインやインフラ整備、災害防止対策や災
害による家屋や道路河川復旧など市民生活に大きな影響の
ある建設業の人材不足は深刻です。そこで市の対策につい
て伺います。

１０年前と現在の生産年齢人口数と総人口数との割
合。

１０年後に予想される生産年齢人口数と総人口数との
割合。

１０年前と現在の業種別従業員数の割合と産業別総生
産。

出雲市全体の業種バランスをどう分析・評価している
のか。

人材（労働者）不足に対する市の短期・長期的な具体
策は。

市長

質問者 １３

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容
答 弁 を
求める者

人材（労働者）不足対策について

記  事
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錦　織　　　稔

(1)

①

ア

イ

ウ

②

ア

イ

健康福祉
部長

中核機関等の整備に向けた取り組みについて

中核機関の役割

答 弁 を
求める者

記  事

成年後見制度利用促進に向けての取り組みについて

成年後見制度の利用について

成年後見人の役割

市民後見人の養成の計画、支援体制

質問者 ７

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容

中核機関の整備に向けた取組

利用促進に向けた取組

6



大　場　利　信

(1)

①

ア

イ

(2)

ア

イ

ウ

エ

ａ 一定の到達度（日本語ステージあるいは指導時
間）は定められていますか。

ｂ 指導内容の統一性や方向性を図るため、教育者間
の評価のすり合わせや指導内容を調整することが
必要と考えますが、これらを調整するコーディ
ネーターはいますか。

出雲市においては、Ｈ２３年度から指導に当たる県か
らの教員や出雲市単独での日本語指導員を配置し日本
語教育の指導体制を措られてきていますが、現在の人
数を伺います。

学齢期にある児童・生徒を一般教室に配属し、日本語
力（日本語ステージ）に応じて、取り出し授業として
「日本語指導教室」で授業を受ける方法がとられてい
ると思いますが、具体的な教育に当たって以下の点を
伺います。

質問者

市内各地区の「標準モデル」としての活用

外国籍の児童・生徒への教育支援について

答 弁 を
求める者

記  事

健康福祉
部長

市長

１８

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容

日本語指導が必要な児童・生徒数は年々増加してきて
おりますが、現在の人数について伺います。

ある地域の福祉互助に学ぶ

出雲市においては、外国籍移住者が年々増加し、企業の採
用計画に伴って今後ますます増加していくものと考えられ
る。外国人の中には、定住志向、永住志向の住民が多く、
今後の地域の活性化や在り方に良い影響を与えると考えま
す。外国籍の住民にとって関心の高い児童・生徒への教育
支援について伺います。

出雲市多文化共生推進プランで謳われている「外国人
定住者の促進」の目的について伺います。

①

　地域包括ケアシステムとか地域共生社会など「地域」と
いう言葉が良く出ます。厚生労働省の研修会や県や市の文
書やパンフレットにも良く出ます。高齢者が住み慣れた地
域で生き生きとした生活ができるよう地域住民の福祉力に
より高齢者を支えようとするものです。
　ここで紹介する「神門地区手互（てご）の会」は、神門
地区に居住されている７５歳以上の独居者や高齢者世帯
で、身辺作業が困難な者に、簡易な家事援助、屋内援助、
話し相手、屋外援助を有料で行うこととする福祉互助組織
で、今年の１０月１日に設立されました。
　この組織が優れているのは、規約や役員体制、会計など
のガバナンス体制と役員の方の熱意で、市の他地区の参考
となるものであると感じています。そこで伺います。

市としての感想
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ｃ 日本語能力や学校制度に馴染まないなどの理由に
より、学校生活に適応できにくい児童・生徒もい
ると聞きますが、これにどのように対応されてい
るのか伺います。

オ

カ

キ

ク

ケ

今後ますます日本語指導を要する児童・生徒が増加す
ると見込まれますが、現在の指導体制では担任の先生
をはじめとする教職員の方に与える負担はますます増
加すると考えられますが、改善策について伺います。

来日して間もない児童・生徒に対して３か月程度集中
的に日本語や集団行動、給食あるいは日本の流儀を教
える初期指導教室（プレスクール）を市内に複数設置
し、一定のレベルに達してから一般の教室に配属する
方法を採っている市もありますが、これについての考
えを伺います。

義務教育年齢を過ぎて来日した者もいますが、その人
数と対応策を伺います。

外国籍の保護者の大きな関心事は子どもの教育である
旨を聞きます。保護者と語る機会が必要と考えます
が、これについて伺います。

ますます増加する外国籍の児童・生徒等への教育支援
について、今後どのようにすべきと考えておられるの
か、市長の見解を伺います。

市長

①
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大　谷　良　治

(1)

①

②

③ 特定事業主行動計画における取組みとこれまでの評価

市民文化
部長

記  事

質問者

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容

ワーク・ライフ・バランスの推進について

これまでの取組みについての評価

９

答 弁 を
求める者

市内企業・事業所における取組み内容と評価と課題につい
て
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山　内　英　司

(1)

①

ア

イ

ウ

エ

(2)

①

企業に対する雇用助成の現況

働き手不足について今後の対応策

経済環境
部長

教育長

　現在出雲市では、主要施策の一つとして「雇用創出
２５００人プロジェクト」に取り組んでおられます。企業
立地等、積極的に進められており市民にとっては働く場の
選択肢も増えています。しかし、その一方では、中小企業
や個人事業所の貴重な人材も新規参入企業等に流出してい
る実態があります。この人材流出を止めることは、企業努
力だけでは追いつかない状況になってきています。飲食店
やコンビニエンスストアなどにおいては、人材不足がより
深刻化しています。
　人口減少を確実に受け止めなくてはならない状況の中、
働き手も確実に不足しています。こうした中、新しい施策
が必要だと考えます。

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容

雇用政策について

質問者 ３

有効求人倍率の推移と予測は

「雇用創出２５００人プロジェクト」の進捗状況と今
後は

通学助成制度について

答 弁 を
求める者

記  事

市が小中学生・高校生の通学に対して行っている助成や補
助について伺います。
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玉　木　　　満

(1)

①

ア

ａ 学校によって対応が異なっていた点（始業・終業
時刻の変更、臨時休校など）

ｂ 学校の対応を、もっと早く知らせて欲しいという
保護者の願い

ｃ 通学路の安全確保について

イ

ａ 積雪深の測定について

ｂ 豪雪体制に移行する基準について

ｃ 住民への広報について

(2)

①

ア

ａ 　全国的にエアコンの需要が高まり、品薄も予想
される。
　整備スケジュールが遅延した際の対策は考えら
れているか。

ｂ 　エアコン設置工事は、授業・休業日に関係なく
行うのか。
　１教室あたり設置に要する時間はどの程度か。

ｃ 　早期完工は元より、可能な限り工事が均等に進
捗することを願う。
　スケジュールどおりの完工を目指す上で、懸念
事項があるか。

２５園３３校のスケジュールについて

２

国の補正予算において創設された臨時特例交付金を活用し
て、幼稚園は７月初旬、小学校は６月末までにエアコンを
整備する計画について詳細を伺う。

教育部長

教育部長

速やかな除雪や雪害対応に向けて

幼稚園・小学校へのエアコン設置について

答 弁 を
求める者

記  事

質問者

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容

小学生・中学生の登下校について

平成３０年の大雪を教訓に

生活に大きな影響を及ぼした、本年２月の大雪。過去の本
会議で、３５年ぶりとも言われた大雪に対し、「想定外」
や「後手に回った」との発言があったが、今シーズンを迎
えるにあたり、どのような検討を行ったか伺う。
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西　村　　　亮

(1)

①

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

(2)

①

②

③

書類の簡素化

記  事

公共事業に係る適正価格・施工時期の平準化を問う

発注者側として次のことについてどのように理解されてい
ますか

質問者 １７

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容
答 弁 を
求める者

公共事業に係る適正価格、予定価格、最低制限価格

市長

公共事業における品質確保の促進に関する法律

適正な工期、発注の平準化、月別発注状況

働き方改革の推進と実行計画

公共事業の減少と競争激化、経営環境

若年入職者の減少と労働者の高齢化

市長

公用車の維持管理状況（確立）

公用車の維持管理のマニュアル

維持、管理が徹底されていないと思うが所見は

今後、維持管理体制の徹底を伺う
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長　廻　利　行

(1)

①

３２

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容
答 弁 を
求める者

記  事

質問者

市長
　平成の大遷宮を契機として、大社門前町の整備は順調に
進められてきている。
　昨年の１２月議会での答弁の中で、渋滞対策としての駐
車場の整備については、総合的に検討するということで
あったが、その後の検討状況を伺う。

大社門前町の整備について
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飯　塚　俊　之

(1)

①

②

③

④

業務効率化に向けたＲＰＡ（Ｒｏｂｏｔｉｃ　Ｐｒｏｃｅｓｓ
Ａｕｔｏｍａｔｉｏｎ）の活用について

市長
業務量の把握状況と推移（部署別、定量化）

ＲＰＡを活用した業務効率化の有効性についての見解

今後の取り組み

業務効率化に向けた取り組み

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容

質問者 ２１

記  事
答 弁 を
求める者
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児　玉　俊　雄

(1)

①

②

③

(2)

①

ア

イ

ウ

②

ア

イ

ウ

③ 広報広聴全般についての現状の評価と今後の展望を伺う。

最近の開催状況

内容の傾向

内容や規模の傾向

開かれた市政の推進について

件数の推移

これまでの評価と今後の方策

市長ポスト・市長メールについて伺う。

まちづくり懇談会について伺う。

誰が、どのように活用すればいいのか。

これまでの実績と今後の展望について伺う。（具体的な事
例を）

質問者 ６

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容
答 弁 を
求める者

記  事

「うみ・やま応援センター」の現況について

市長センターの機能及び体制について伺う。

これまでの評価と今後の方策

総合政策
部長
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板　倉　明　弘

(1)

①

②

③

④

異動期間は、２年間を基本とする理由について伺う

チーフマネジャーを対象としない理由について伺う

ブロックの統廃合、ブロック内での採用はできないのか伺
う

コミュニティセンターの人事異動（交流）について

質問者

記  事

市長

平成３１年度、３２年度に異動となるセンター職員数につ
いて伺う

２８

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容
答 弁 を
求める者
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今　岡　真　治

(1)

①

ア

イ

ウ

エ

②

ア

イ

ウ

避難所のトイレの整備・備蓄状況について。

コミュニケーション支援ボードの活用について。

住民主体の避難所運営マニュアルを作成する考えはな
いか。

指定避難所が浸水区域内にあるが安全性は確保されて
いるのか。

記  事

災害時の対応について

防災安全
担当部長

避難所の開設運営について伺う。

指定避難所ならびに一時避難所の開設・運営の流れは
どうなっているのか。

町内会等で選定された、一時避難所の把握状況。

避難所の質の向上について伺う。

国際的な避難所の基準「スフィア基準」について。

質問者 １

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容
答 弁 を
求める者
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岸　　　道　三

(1)

①

②

③

(2)

①

②

③

④

小中学校教職員の人事権移譲に係る問題について

教育長

新たに発生する事務への対応

下水道関連事業における、公営企業化後の会計上の取り扱
い

管路の老朽化更新に係わる現状経費の状況と今後の対応

下水道事業の公営企業化に向けた諸課題について

１０

松江市と出雲市における教職員の人事権移譲に係る考え方
の違い

人事異動ルールの抜本的見直しの具体案

答 弁 を
求める者

記  事

質問者

上下水道
局長

「小委員会」での検討状況と今後の方向性

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容

これまでの一般会計の繰り入れと今後の繰り入れの見通し
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後　藤　由　美

(1)

①

ア

イ

(2)

①

ア

イ

市長

市長

　障がい者福祉タクシー制度は出雲市独自の制度であ
り、在宅の障がいのある方の社会参加促進を図るため
に障がい者福祉タクシー券を交付するものです。
　そこで３点伺います。

　年金カットのなか、医療・介護など社会保障費の負担増
で、高齢者の暮らしはいっそう苦しくなっています。賃金
の低下、物価上昇などで働く世代も苦しい生活を余儀なく
されています。この時、国は来年１０月から消費税を
１０％に増税することを狙っています。
　そこで伺います。

消費税１０％への増税は、市民の暮らしをさらに苦し
めることになります。増税のたびに消費の落ち込みや
景気の悪化を招いてきました。消費税は低所得者ほど
負担が重い逆進的な税金であり、１０％に増税されれ
ば、市民の暮らしに深刻な影響を及ぼすことになり増
税は中止すべきです。増税中止を国に要請すべきと考
えますが、市長の所見を伺います。

日本政府は２０１４年、国連・障害者権利条約を批准
しました。障がい者の権利と尊厳の促進、障がいのな
い市民と同様に地域で暮らし、学び、働き、スポーツ
や余暇を楽しむことなどの権利保障を掲げています。
障がい者が安心して暮らせ、輝いて生きていける社会
づくりが大切です。この障害者権利条約を市の施策に
も生かすべきと考えますが、いかがですか。

答 弁 を
求める者

記  事

市民の暮らしと水道料値上げについて

そんな中、市は昨年１１月に、水道料金の額と改定の
時期を「出雲市水道料金等審議会」に諮問され、審議
会は１０月２６日、市長に答申されました。２０２０
年４月から水道料金を平均１２．５％引き上げるとさ
れています。消費税増税も狙われており、市民に連続
して負担増を迫ることになります。暮らしが大変な
時、一日も欠かすことができない水道水の料金を値上
げすべきではありません。市長の所見を伺います。

障がい者福祉タクシー制度の見直しについて

　「障がい者福祉タクシー制度をもっと使いやすくしてほ
しい」との要望が寄せられました。この制度は、障がい者
の方の暮らしを支える上で不可欠なものであり、現在利用
されている方の切実な要求を真摯に受け止め、改善すべき
と考えます。
　そこで伺います。

質問者 ４

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容
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ａ 一つは、所得要件の問題です。２０１２年（平成
２４年）から所得制限が加わり、本人と配偶者の
住民税が非課税（１８歳未満の場合は世帯が非課
税）の方しか使えなくなりました。「なぜこんな
冷たいことをするのか」と、批判の声があがって
います。この所得制限をなくし、もとの制度に戻
した場合、どれだけの予算が必要になる見込みで
すか。

ｂ 二つは、交付枚数の問題です。一般用は年間
１８，０００円分しかなく、病院まで遠い方は数
回でなくなります。交付枚数を増やすべきと考え
ますが、所見を伺います。

ｃ 三つは、対象者のさらなる拡充です。障がい者手
帳等は持っておらず、車いすも必要ないが特別な
医療処置が必要で、タクシーを使わざるを得ない
方も多くおられます。通院や社会参加のためにも
さらなる制度の拡充を求めますが、所見を伺いま
す。

市長
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川　光　秀　昭

(1)

①

ア

イ

ウ

エ

(2)

①

ア

イ

ウ

エ

出雲市で実施した結果及び評価を教えて下さい。

答 弁 を
求める者

質問者

これから急速に高齢化が進む中で、このまま現状維持
でよいのでしょうか。

これらの世帯は、出雲市からどのようなサービスを受
けることができますか。

　一人暮らしあるいは高齢者のみの世帯は大幅に増加して
おり、厚生労働省の発表によると昭和５５年には３割弱で
あったものが、平成１６年には過半数を超え、平成２６年
には５５．４％にまで増加し、平均寿命の延長により高齢
化が進むばかりです。一方、厚生労働省では介護保険を利
用し、住み慣れた家での生活を推奨しています。生活をす
る上で避けて通れないモノの一つにごみの問題がありま
す。
　近年になって、「燃えるごみ」や「空き缶・空びん・
ペットボトル」のリサイクルごみ等を集積場所に持参でき
ない高齢者世帯が急増していますが、この事について伺い
ます。

市長

規定された集積場所に持参できないこれらのごみはど
うなるのでしょうか。

リサイクル事業の近年の収支について伺います。

５

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容

高齢者家庭のごみ収集事業について

今後もこのままで継続させますか。

記  事

訪問介護（ホームヘルプ）の回数確認について

平成３０年４月の介護保険法の改正により、本年の１０月
から訪問介護事業所は生活援助中心型の介護サービスにつ
いて、市町村に対してケアプランの届け出が必要となりま
した。この制度について出雲市の現状と今後についてお伺
いします。

この制度の目的と出雲市で実施している方法について
伺います。

出雲市ではこの制度をどのように利用しますか。

市長
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原　　　正　雄

(1)

①

②

③

④

⑤

⑥

(2)

①

②

新体育館建設の進捗状況について

市民文化
部長新体育館建設のスケジュールについて。

地元に事前に知っておいていただく項目はあるのか。

トキの観覧はオス４羽となっているが今後の動向は。

トキ分散飼育センターの所在の看板が見当りませんが、案
内板等の設置はどう考えているのか。

トキの観覧には、花の郷を経由して（入場料２００円）行
く道順が一番動線が短い。進み易いルートを優先する事が
出来ないか。

出雲での放鳥が求められているが、その前に放鳥訓練が必
要であり花の郷の施設を利用する事は出来ないのか。西日
本唯一の場所に選定されている事に地元民と共に誇りを持
つ取り組みは出来ないのか。

１６

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容

来年７月１日から一般公開の予定とありますが、期間はい
つまでか。その周知方法について。

答 弁 を
求める者

記  事

トキの一般公開について

農林水産
部長

出雲市トキ分散飼育センターの一般公開が試験公開となっ
た経緯について。

質問者
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板　倉　一　郎

(1)

①

ア

イ

ウ

(2)

①

ア

イ

ウ

エ

市長現在の工業団地の分譲状況について伺う。

過去の質問に対する答弁で、平成３０年度には、候補
地を選定し、新たな工業団地の規模や概要をまとめた
整備計画を検討するとある。現在の候補地の選定状況
および規模、また新たな工業団地の概要および完成時
期などについて伺う。

今後の企業誘致の考え方について伺う。

最近の浸水や冠水の被害状況について伺う。あわせ
て、旧出雲市の都市計画エリアの田畑は、どの程度減
少したのか伺う。

中心市街地の水害対策について

質問者 ２４

都市建設
部長

近年、急速に中心市街地で商業開発や宅地開発などが進み
田畑が減少する中、雨の降り方も変わりゲリラ豪雨と呼ば
れる短時間の強い雨などが多発し、排水能力を超える水が
排水路に流れ込むことによる住宅の冠水や浸水を心配する
声が多く寄せられるようになった。そこで、次の点につい
て伺う。

県管理河川の新内藤川流域河川の改修状況について伺
う。

記  事

新たな工業団地の開発について

市内の工業団地の分譲がほぼ終わる中、新たな工業団地の
計画は、工業団地の完成までに多くの期間を要することか
ら、喫緊の課題と考える。そこで、次の点について伺う。

答 弁 を
求める者

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容

中心市街地での冠水、浸水対策について伺う。

県河川の改修が進む中、近年の市街地の状況や気象状
況を踏まえ中心市街地の雨水の排水のあり方につい
て、市として再検討すべき時期にあると考える。市の
考えを伺う。
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勝　部　順　子

(1)

①

ア

イ

質問者

消費者教育の充実について、市として今後どのように
取り組まれていくのか、お考えを伺います。

出雲市生活・消費者相談センターに市民の方から寄せ
られている現状と対応について伺います。

市長

２９

　近年、ネット社会の進展に伴った消費者トラブルが相次
いでいます。高度情報化、グローバル化が急速に進み、消
費者生活環境が多様化、複雑化しているなかで、子どもや
若者が一人の消費者として安全に自覚的に行動できるよ
う、早期からの消費者教育を充実させることが喫緊の課題
となっています。
　総務省「通信利用動向調査」により、個人のインター
ネット利用状況をみますと、８０歳以上を除く全ての年齢
層で利用率が高くなっており、２０１５年度末には１３歳
から４９歳までの層で１００％に近くなっています。

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容
答 弁 を
求める者

記  事

消費者教育の充実について
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渡　部　　　勝

(1)

①

ア

イ

(2)

①

ア

イ

ウ

出雲市が県庁所在地になる可能性があるのか伺う

　平成６年に島根県と出雲市とで築地松の景観を保全する
ため「築地松景観保全対策推進協議会」を発足し、フォト
コンテストや築地松サイクリング、情報紙の発行、陰手刈
り技術研修会などの普及啓発、保全対策、そして築地松に
関する調査・研究を行ってきました。
　しかしながら、今年２月陰手刈り職人で指導者の男性が
作業中転落し不幸なことに死亡する事故が発生していま
す。
　陰手刈りは、高所での作業で強風や枝が折れるなど危険
が伴います。職人が減少する中、後継者の育成のためこれ
までご指導していただきました。
　そこで次の点について質問をいたします。

陰手刈り職人の後継者育成をどのようにおこなってい
くのか

安全対策はどのようにするのか

剪定作業に対する助成金の見直しをする必要があるの
か伺う

記  事

築地松景観保全について

都市計画
担当部長

県庁所在地移転について市長の所感を伺う

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容
答 弁 を
求める者

県庁所在地を出雲市に

市長

　今回の質問は本来県議会で取り扱うものと思いますが、
県民の一人としてそして出雲市民としてあえて本定例会で
取り上げさせていただきます。
　島根県の県庁所在地は松江市であることは当然ご承知の
通りです。しかし私は前から東西に約２００ｋｍと細長い
島根県でお隣の県と約２０ｋｍとしか離れてない東部松江
市に県庁があることが素朴な疑問として抱いていました。
山口県に近い津和野町からは松江市まで約１５１ｋｍにも
及びます。
　私は島根県のバランスから考えても将来的には県庁を出
雲市に移転することも視野に入れていく必要があると思っ
ています。主な理由として、人口が県内で唯一わずかなが
らでも増加している。市長が施政方針の中でよく言われて
いる山陰の経済、文化をリードし元気な地方都市を実現さ
せる。このことは実際に現実になりつつあること、また年
間６００万人が観光客として訪れる全国的にも有名な出雲
大社や、年間９０万人が利用する出雲縁結び空港もあり、
さらに工業団地には世界を代表する電子部品メーカーの工
場もあり、今後出雲市は更なる発展の可能性を秘めていま
す。
　そこで次の点について質問をいたします。

質問者 １４
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湯　淺　啓　史

(1)

①

ア

イ

ウ

(2)

ア

イ

ウ 家庭から排出されるごみ、事業所から排出されている
ごみについて、傾向はどのような状況か

質問者 １１

市長

① 「もったいない」の心で築く循環型のまちを掲げた「第２
次出雲市ごみ処理基本計画」は平成２５年度（２０１３）
～平成３４年度（２０２２）の期間で実行されている。

ごみ減量化の数値目標があるが、現在はどのような状
況か

ごみ減量化に向けどのような取り組みがなされている
か

５年以上在住の外国人住民の割合を３０％台とする目
標は、移住促進計画ではないとのことだが、その違い
は何か

答 弁 を
求める者

記  事

市長

「出雲市多文化共生推進プラン」は、平成２８年度～平
成３２年度を期間とし、平成３２年度〔平成３３年（
２０２１）〕３月末市内に引き続き住んでいる（５年以
上）外国人住民の割合を３０％台とする目標を掲げてい
る。

期間中間時点である現在はどのような状況か

多文化共生推進プランを推進することによりもたらさ
れる、地域の将来像はどのようなものか

ごみ処理の実態について

「出雲市多文化共生推進プラン」が示す将来像は

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容
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神　門　　　至

(1)

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

(2)

①

ア

イ

ウ

エ

②

ア

イ

ウ

エ

③

ア

住民の安否（高齢者等）への対応は

防災無線での住民（周知）への対応は

除雪の対応は

渋滞の対応は

市長

今後、出雲市多文化共生推進プランについて、どのように
具体化しつつ推進していく考えか
※他県での先進事例や県との連携を含めて答弁をお願い致
します。

豪雪対策について

市長

今年２月の豪雪による産業別被害の状況（集計）について

農業の被害状況は

外国人住民の未就労者数は

この冬の豪雪対策について

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容
答 弁 を
求める者

記  事

出雲市の多文化共生推進プランについて

市の考えは
※教訓と課題を踏まえ答弁をお願い致します。

質問者 １２

外国人住民の就労者数は

外国人住民への就労支援及び課題は

市内に居住する外国人住民の総数は（国別・割合）

その内、出雲市に５年以上滞在している外国人住民の定住
率は

外国人住民における乳幼児・保育園児・幼稚園児数及び、
小学校・中学校・高校生の生徒数は

その他の被害状況は

その豪雪における教訓と課題について
※適切に対応されていたか否かを含めて答弁をお願い致し
ます。

漁業の被害状況は

外国人住民と地域住民との交流支援及び課題は

林業の被害状況は
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多　々　納　剛　人

(1)

①

ア

イ

ウ

(2)

①

ア

イ

ウ

現在、おたふくかぜワクチンの接種については、任意
接種となっていますが、出雲市内の幼児期におけるワ
クチンの接種率と接種費用について伺います。

おたふくかぜの合併症による難聴などについて、市は
現状をどのように把握されているのか伺います。

予防接種で防げた可能性が高いことから、原則無料の
定期接種が求められています。しかし、現状では国の
対応が遅れているようで、近年は、自治体の公費助成
も進みつつあるようですが、出雲市の対応を伺いま
す。

市長

一般国道９号（旧バイパス）４車線化への展望につい
て

質問者 ２５

出雲市（市街地周辺）南北道路等の改良整備状況と展望につい
て伺う

記  事

おたふくかぜワクチンの接種状況並びに公費化にむけての現状
と課題を伺う

昨年の耳鼻咽喉科学会による初の全国調査によると、おた
ふくかぜの合併症で３３６人が難聴になったとの報告があ
り、国に対して原則無料の定期接種の対象とするよう求め
られているようです。また、出雲市内においても、おたふ
くかぜが原因とみられる難聴児がいて、特別支援を受けて
いると伺いました。

市長

　市内道路整備（国・県・市）については計画的に改良整
備が進められていますが、厳しい財政事情から、近年では
都市計画道路の見直しなどを余儀なくされているのが現状
です。
　一方、地域によっては、人口増加に伴って既設の道路で
交通量の増加が顕著となり、渋滞対策、安全対策が急がれ
る路線がいくつかあります。
　今期定例会にも要望・陳情が提出されている市道今市川
跡日下線など日常的に渋滞が発生している路線も多くあり
ます。この慢性的な渋滞は、その地域のみならず出雲市全
体の経済活動にも大きく影響すると考えます。特に市街地
周辺の南北道路改良整備は急がれますが、以下の路線の整
備状況と展望について伺います。

一般県道出雲平田線、一般県道矢尾今市線（大塚工
区）、市道今市川跡日下線、市道北本町谷田谷線の改
良整備状況と将来展望

境港出雲道路（一般国道４３１バイパス）整備への展
望について

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容
答 弁 を
求める者
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伊　藤　繁　満

(1)

①

ア

ａ 農林水産業について

ｂ 商工業・建設産業、サービス業

イ

ａ 毎年、多額の繰越金が計上される実態について

ｂ 合併特例債事業の旧市町別実態について

ｃ 今後の健全化の指標と基金残高および市債残高に
ついて

ウ

ａ 遊休地の処分達成割合（面積割）。又、その残地
の時価相場について

ｂ ＡＩ、ＩｏＴ時代に対応できる行政のスリム化が
必要。官から民への流れで今後、民間委託すべき
ものは何か伺います。

エ

ａ 若者の定住に多様な職種、雇用の場が必要。新工
業団地の開発について

ｂ 周辺地域の人口減少抑制対策について

ｃ 骨格（国道）となる道路網の整備と土地利用計画
の策定について

平成３１年度当初予算編成について財政運営の基本方針
は、「次世代に重い負担を強いることのない持続可能な財
政の運営」とされています。編成作業に当たり中期財政計
画が基本となり、多様な角度からの検討がされ、積み上げ
られるものと考えています。そうした中において、地域経
済の活性化は常に重要な柱でありますが大型店等の出店に
よる影響も抱えています。消費の動向も全体的には停滞感
があります。又、外国人の増加が続いている中で出雲市の
人口は、平成１７年３月の合併時から本年３月までに日本
人の人口は３，５６０人減少し、外国人を加えても出雲市
の人口は１３年間で１，１７５人減少しています。一方、
（株）出雲村田製作所が立地する斐川町直江地区において
は、この４年間において２２８人増加しています。合併し
て大きな「まち」になりましたが地域の良さが活かされた
モノ、失われたモノもあると考えています。農村文化を求
める外国人のニーズも全国的にあります。そこで、平成
２７年１２月に中期財政計画・長期財政見通しが提出され
ましたが、本年は未だ提出されていません。以下の項目に
ついて伺います。

市長

記  事
答 弁 を
求める者

質問者

活力ある出雲市の未来のために何が求められているの
か伺います。

１９

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容

地域経済の現状及び消費動向と雇用情勢について伺い
ます。

平成３１年度予算編成方針と中期財政計画の策定方針
及び予算規模について伺います。

行財政改革実施計画の目標値に到達していない項目に
ついて伺います。

平成３１年度当初予算編成の基本的な考え方と中期財政計画
（平成３１年度～平成３３年度）策定に係る課題について
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本　田　一　勇

(1)

①

(2)

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

それぞれの使用年数と走行距離を教えてください。

過去に中古品として販売した実績（下取り販売含む）はあ
りますか。

平成３０年度に同等品を購入しているならその金額を教え
てください。税別価格で。

その金額には車両処分代が入っているか。入っているなら
いくらか教えてください。

市長

質問者 ８

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容
答 弁 を
求める者

記  事

田儀たたら製鉄遺跡の今後の計画は

田儀たたら製鉄遺跡保存の今後の計画を伺います。

公用車（消防団車両）の更新計画について

来年度に更新計画されている消防団車両の種類と数量を教
えてください。

市長

現在（平成３０年度）販売しないのはなぜですか。

更新のルールがあれば教えてください。
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